基準適合調査票－地区基準－都市景観形成地区－外院二丁目地区

③景観計画区域における地区ごとの届出対象行為の制限に関する事項（都市景観形成地区－外院二丁目地区）
	対象項目
	制限事項
	配慮した事項
	助言・指導（記入しないで下さい）
	協議結果（記入しないで下さい）

	建築物等
	規模
	建築物は原則として２階建て又は小屋裏３階建てとする。ただし、２～７号地の建築物は３階建てを可能とする。
	
	
	

	
	壁面の位置
	道路と建築物の外壁面の距離は可能な限り距離をとるものとする。各宅地の境界と建築物外壁の距離は0.5メートル以上の距離を確保する。
	
	
	

	
	形態・意匠
	建築様式
ジャパニーズモダンを基調とし、デザイン性を持った意匠とする。
	
	
	

	
	
	屋根形状
勾配屋根を原則とし、周囲のスカイラインと調和の取れた形状とする。
	
	
	

	
	
	外壁の素材
周辺の景観と調和を図り、質感の高い材料を使用する。
	
	
	

	
	
	花台の設置
道路に面する部分には花台を設置し、緑化に努める。
	
	
	

	
	敷き際のしつらえ
	オープン外構とする。
	
	
	

	
	
	常緑樹のシンボルツリーを全戸に植え、まちなみにアクセントをつける。
	
	
	

	
	
	門柱は全戸に共通したデザインとする。
	
	
	

	
	
	道路際は、各宅地や道路と一体感を持たせた舗装とする。
	
	
	

	
	
	駐車場はわだち部分を除き、可能な限り芝等で植栽する。
	
	
	

	
	
	玄関周りは植栽に努める。
	
	
	

	土地の区画形質
	敷地の面積は100平方メートル以上とする。地盤高さは隣地と調和するため、不必要に変更しないものとする。
	
	
	

	景観形成のあり方
	地区内に住む住民は、日常を通じて自主的に外構緑化や美化の推進に努める。
	
	
	


２．都市景観形成地区基準（条例第33条関係）への適合について（都市景観形成地区－外院二丁目地区）
	対象項目
	制限事項
	配慮した事項
	助言・指導（記入しないで下さい）
	協議結果（記入しないで下さい）

	建築物等の用途に関する事項
	戸建て住宅を原則とする。
兼用住宅とする場合は、非住宅部分の用途を喫茶店・レストラン等の店舗、又は学習塾等公益上必要なものに限り、かつ非住宅の部分の床面積は50平方メートル未満とする。
	
	
	

	広告物の表示等に関する事項
	広告物は必要最低限とし、かつ周辺景観に配慮したものとする。
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